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論 文 内 容 要 旨
緒 言
ユ リ属 は 世 界 で 約130種 あ り,北 半 球 の 諸 大 陸 に広 く分 布 して い る.日.
本 に は,固 有 種 と して9種,中 国 ・シ ベ リア との 共 通 種 と して6種,合 計15
'
種 が 自生 して い る.品 種 改 良 の 歴 史 は 他 の 主 要 花 き に 比 べ て 短 く,当 初 は
交 雑 親 和 性 が 高 い 同 じ種 内 ま た は 同 じグ ル ー プ 内 の 種 間 の 交 雑 が 中 心 で 実
用 品 種 の 開 発 も 多 くは な か っ た:と い え る.し か し,近 年 で は 花 柱 切 断 授 粉
法 や 胚 培 養 法 な ど の 交 雑 技 術 の 開 発 に よ っ て,交 雑 親 和 性 が 比 較 的 低 い グ
ル ー プ 内 や グ ル ー プ 間 の 種 間 交 雑 が 可 能 に な っ た ζ と か ら,実 用 品種 の 開
発 が 著 し く進 ん で い る.
現 在,切 り花 に利 用 さ れ て い る 品 種 の 多 くは 遠 縁 の 種 間 交 雑 に よ っ て 欧
米 で 育 成 さ れ た も の で あ る.そ の う ち で,ヤ マ ユ リ,カ ノ コ ユ リ,サ サ ユ
リ,ヒ メ サ'ユ リ,タ モ トユ リ,ウ ケ ユ リな ど の 交 雑 に よ っ て 育 成 さ れ,ユ
リの 主 要 な 園 芸 品 種 群 の 一 つ と な っ て い る の は オ リエ ン タル ハ イ ブ リ ッ ド
で あ る.ま た,エ ゾ ス カ シ ユ リ,イ ワ トユ リ,ヒ メ ユ リ,ス ゲ ユ リ,オ ニ
ユ リ,コ オ ニ ユ リな どの 交 雑 に よ っ て 育 成 さ れ た もの も主 要 な 園 芸 品 種 群
に な っ て い て,ア ジ ア テ ィ ック ハ イ ブ リ ヅ ド と呼 ば れ て い る.一 方,日 本
で は テ ッポ ウユ リ と台 湾 原 産 の タ カ サ ゴ ユ リ と め 交 雑 に よ っ て シ ン テ ッ ポ
ウユ リが育 成 さ れ て い る.最 近 で は,こ れ ら の 品 種 群 間 交 雑 に よ っ て 新 レ
い 園 芸 品 種 群 も 育 成 さ れ つ つ あ る.
日本 に お け る ユ リの 切 り花 は 平 成11年 の 卸 売 価 額 が345億9400万 円 で,
キ ク に次 い で 第2位 の 重 要 な 切 り花 とな って い る.平 成8年 の 卸 売 価 額 が
バ ラ に 次 い で 第3位 で あ っ た こ とか ら,最 近 の ユ リの 切 り花 と して の 需 要
増 加 は 顕 著 で あ る と い え る.こ れ は,`カ サ ブ ラ ン カ'に 代 表 さ れ る オ リ
エ ン タ ル ハ イ ブ リ ッ ドと,`コ ネ チ カ ッ トキ ン グ'に 代 表 さ れ る ア ジ ア テ
ィ ッ ク ハ イ ブ リ ッ ドの 新 品 種 育 成 に よ る と こ ろ が 大 き い とみ られ る.宮 城
県 で は ユ リの 切 り花 の 生 産 が 少 な い も の の,宮 城 県 に は ヒ メ サ ユ リ,ヤ マ
ユ リ,イ ワ トユ曜リ,コ オ ニ ユ リ,ク ル マ ユ リ が 自生 して い る こ と か ら,こ
れ らを 用 い て 交 雑 す れ ば 宮 城 県 に適 し た ユ リの 新 品 種 を 育 成 す る こ と が 可
能 で あ る と考 え られ る.
.と こ ろで,ユ リの 切 り花 生 産 の 季 節 変 動 を み る と,秋 か ら冬 に か け て 生
産 が 少 な くて 市 場 価 格 が 高 く,自 然 開 花 期 前 後 の 春 か ら夏 に か け て 生 産 が'
多 くて 市 場 価 格 が 低 下 す る.鴨ユ リの 品 種 は 生 理 生 態 的 特 性 の 大 き く異 な る
種 間 の 交 雑 で 育 成 さ れ た も の が 多 い の で,園 芸 晶 種 群 の 間 で 生 理 生 態 的 特
性 が 著 し く異 な る.し た が って,市 場 価 格 の 高 い 秋 ～ 冬 に 出 荷 す る た め に
は 品 種 ご との 生 理 生 態 的 特 性 を 把 握 して,宮 城 県 に適 した 作 型 を 開 発 す る
こ と が 望 まれ る.
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以 上 の よ うな 問題 点 を背 景 に,本 研 究の 第1章 にお いて は,宮 城 県 に 自
生 して い るユ リを 用 い て 宮 城 県 に適 し たユ リの 新 品 種 を 開 発 し よ う と し
た.ま た,育 成 され た新 品種 を用 い て周 年 生 産 す る上 で必 要 な生 理 生 態 的
特 性 を解 明 しよ う と した.第2章 で は,第1章 で解 明 さ れ た新 品 種 の 生 理
生 態 的特 性 を利 用 して,宮 城 県 で周 年生 産 す るた めの 作型 を開 発 しよ う と
した.第3章 で は,ユ リの 主 要 病 害 で あ る ウイル ス病 や葉 枯 病 に対 す る抵
抗 性 を新 品種 に付 与 す る こ とを 目的 と して,遺 伝 子 組 換 え技 術 を適 用 す る
こ とが可能 か ど うか検 討 した.
第1章.ユ リの 新 品 種`杜 の 乙 女'・`杜 の 精'・`杜 の ロ マ ソ の
育 成 経 過 と そ の 特 性.一
宮 城 県 内 に 自生 して い る ヒ メ サ ユ リを 用 い て,シ ン テ ッポ ウ ユ リ,テ ッ
ポ ウユ リ,タ カ サ ゴ ユ リ との 交 雑 親 和 性 を調 べ た.そ の 結 果,通 常 の 柱 頭
授 粉 法 で は す べ て の 組 み 合 わ せ で 半 伸 長 種 間 交 雑 不 親 和 性 に よ り交 雑 しな
か っ た が,花 柱 切 断 授 粉 法 に よ っ て あ る程 度 不 親 和 性 が 打 破 さ れ た.一 方,
シ ンテ ッポ ウユ リま た は テ ッポ ウユ リの 柱 頭 粘 液 を注 入 す る 改 変 花 柱 切 断
授 粉 法 で 正 逆 交 雑 す る と,す べ て の 組 み 合 わ せ で 花 粉 管 の 伸 長 が 促 進 さ れ
た.特 に,ヒ メ サ ユ リ と シ ン テ ッ ポ ウユ リ と の 正 逆 交 雑 で 胚 が 形 成 さ れ,
シ ンテ ッポ ウユ リを種 子 親,ヒ メ サ ユ リを 花 粉 親 と し た 交 雑 で 形 成 さ れ た
胚 か らは 子 球 が 形 成 さ れ た.
シ ンテ ッポ ウ ユ リの5品 種1系 統 を種 子 親,宮 城 県 内 に 自生 して い る ヒ
メ サ ユ リを 花 粉 親 に して,改 変 花 柱 切 断 授 粉 法 で 種 間 交 雑 を 行 っ た.そ の
結 果,ヒ メ サ ユ リ と の 交 雑 親 和 性 に シ ンテ ッポ ウユ リの 品 種 間 差 が み られ
た.結 実 し た さ く果 か ら胚 を 取 り出 して 培 養 し,108系 統 の 子 球 を得 た(第
1表).得 られ た 子 球 の りん 片 を 培 養 して 増 殖 し た 子 球 を秋 に パ イ プ ハ ウ
ス 内 に 植 え つ け て 球 根 を 養 成 した と こ ろ,2年 目の 春 に全 系 統 が 開 花 し た
が,系 統 間 で 植 え つ け 後 の 活 着 率 と開花 率 に 差 が み られ た(第2表).
開 花 し た 系 統 か ら,花 色 が ピ ン ク色 の 早 生 で,秋 に子 球 を植 え つ け る と2
年 目の 春 に 開 花 す る3系 統 を選 ん で,`杜 の 乙 女 ・(第1図),`杜 の 精'(第
2図),`杜 の ロ マ ン ・(第3図)と 命 名 した.`杜 の 乙 女'と`杜 の 精'は1995
年5月 に,・ 杜 の ロ マ ン ・は1996年9月 に種 苗 法 に基 づ い て 品 種 登 録 を 出
願 し た と こ ろ,`杜 の 乙女 ・と`杜 の 精'は1999年6月 に,`杜 の ロ マ ン'
は2000年6月 に 登 録 が 認 め られ た.
無 加 温 パ イ プハ ウス 内 で 栽 培 す る と,三 つ の新 品 種 と も新 球 根 は 親 球 根
の 開 花 直 前 に形 成 さ れ た.三 つ の 新 品 種 と も,新 球 根 内 に お け る花 芽 の 分
化 開 始 時 期 は11月1日 頃 で,ヒ メ サ ユ リよ りも や や 遅 か っ た.三 つ の 新
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品 種 の 新 球 根 か らの 萌 芽 時 期 は い ず れ も12月1日 頃 で,ヒ メ サ ユ リ よ り
も 著 し く早 か っ た(第3表).し た が っ て,三 つ の 新 品 種 に は 萌 芽 前 の 新
球 根 内 で 花 芽 が 分 化 す る と い う ヒ メ サ ユ リの 特 性 と,休 眠 が 浅 い と い うシ
ン テ ヅボ ウユ リの 特 性 が 導 入 され て い た と い え る.
充 実 した 新 球 根 を掘 り上 げ て す ぐに 昼 温/夜 温 を200C/16.Cに 調 節 し
た 人 工 気 象 室 に搬 入 して2か 月 間 育 て る と,7月3日 に 掘 り上 げ て 人 工 気
象 室 に 搬 入 し た場 合 に 花 芽 は分 化 して い な か っ た が,8月1日 以 降 に掘 り
上 げ た 場 合 は 花 芽 を分 化 して い た.新 球 根 の 休 眠 は 浅 く,自 然 低 温 に遭 遇
し た 後 の11月1日 以 降 に 人 工 気 象 室 に 搬 入 す る と三 つ の 新 品 種 と も萌 芽
した(第4表).
三 つ の 新 品 種 と も,掘 り上 げ 直 後 に新 球 根 を5～21。Cで8週 間 貯:蔵 す る
と新 球 根 内 で 花 芽 を 分 化 し た.三 つ の 新 品 種 の 花 芽 分 化 の 適 温 は13。C程
度 で,ヒ メ サ ユ リ よ りや や 低 か っ た(第5表).三 つ の 新 品 種 と も,掘 り
上 げ 直 後 に 新 球 根 を5～13℃ で8週 間 貯 蔵 す る と休 眠 覚 醒 して 開 花 し た
が,ヒ メ サ ユ リは 萌 芽 しな か っ た(第6表).し た が っ て,三 つ の 新 品 種
の 新 球 根 の 休 眠 は ヒ メ サ ユ リよ り浅 い も の とみ られ た.
第2章.ユ リの 新 品 種`杜 の 乙 女'・`杜 の 精'・`杜 の ロ マ ン'の
作 型 開 発.
半 促 成 栽 培:10月26日 に新 球 根 を植 え つ け て 自然 低 温 に 遭 遇 し た 後 の
11月1日 ～3月1日 に 最 低 気 温13。Cに 加 温 した ガ ラ ス 温 室 内 に搬 入 す る
と,`杜 の 乙 女'は2月24日 ～5月3日,`杜 の 精'は3月14日 ～5月6
日,`杜 の ロ マ ン'は4月1日 ～5月10日 に 開 花 し た(第7表).
促 成 栽 培:9月3日 に 新 球 根 を掘 り上 げ て5～13。Cで4～8週 間 低 温 処
理 を 行 って か ら最 低 気 温13。Cに 加 温 した ガ ラ ス 温 室 内 で 栽 培 す る と,`杜
の 乙 女'は12月23日 ～1月17日,`杜 の 精'は1月11日 ～2月3日,`杜
の ロ マ ン'は1月25日 ～2月23日 に 開 花 した(第8表).
超 促 成 栽 培:新 球 根 を7月8日 ～7月28日 に掘 り上 げ て5～13。Cで6
週 間 低 温 処 理 を 行 っ て か ら最 低 気 温13。Cに 加 温 した ガ ラ ス 温 室 内 で 栽 培
す る と,`杜 の 乙 女'は10月16日 ～11月11日,`杜 の 精'は10月17日 ～11
月10日,`杜 の ロ マ ン'は11月5日 ～11月28日 に 開 花 した(第9表).
抑 制 栽 培:新 球 根 を掘 り上 げ て か ら7～9か 月 間 凍 結貯 蔵 して6月1日
～8月1日 に 雨 除 け ハ ウ ス 内 に植 え つ け る と7～9月 に 開 花 した が
,三 っ
の 新 品 種 と も植 え 付 け 時 期 が 遅 くな る に 従 っ て ブ ラ イ ン ド(花 芽 の 枯 死)
が 多 く発 生 し た の で,開 花 率 は 低 下 した.ま た,雄 ず い が 花 被 片 化 す る奇
形 花 が 発 生 し た(第10表).
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し た が っ て,三 つ の 新 品 種 を 用 い て 新 球 根 に低 温 処 理 を 行 う と,10～5
月 に切 り花 を 生 産 で き る こ とが 示 さ れ た.な お,本 実 験 の 抑 制 栽 培 は 宮 城
県 の 平 地(名 取 市)で 行 っ た の で,夏 季 の 高 温 時 に栽 培 し た こ と に な る.
し た が っ て,高 冷 地 で 栽 培 す る こ と に よ っ て 奇 形 花 の 発 生 を 抑 え る こ と が
可 能 に な る と考 え られ るの で,今 後 検 討 す る必 要 が あ る.
第3章.ユ リの 新 品 種`杜 の 乙 女'・`杜 の精'・`杜 の ロ マ ン'の
形 質 転 換 条 件 の 検 討 。
三 つ の 新 品 種 と も,培 養 子 球 の りん 片 ま た は 茎 頂 を 明 所 ま た は 暗 所 で 培
養 して 形 成 さ れ た カ ル ス を ホ ル モ ン フ リー の 培 地 に移 植 して 明 所 で 培 養 す
る と,比 較 的 高 率 に カ ル ス か ら植 物 体 が 再 分 化 した(第4図,第5図).
三 つ の 新 品 種 の りん 片 ま た は カ ル ス の い ず れ も 抗 生 物 質 の ハ イ グ ロマ イ
シ ン に対 す る感 受 性 が 高 か っ た(第6図,第7図)の で,形 質 転 換 体 を作
出 す る た め の 選 抜 マ ー カ ー と して ハ イ グ ロ マ イ シ ン が 利 用 で き る も の とみ
られ た.
三 つ の 新 品 種 と も,パ ー テ ィ ク ル ガ ン 法 でGUS遺 伝 子 を 導 入 して,一
過 性 の 発 現 を 観 察 し た と こ ろ,り ん 片 お よ び カ ル ス に お い てGUS遺 伝 子
の 発 現 が 確 認 さ れ た(第8図,第9図).し た が っ て,三 つ の 新 品 種 に 遺
伝 子 導 入 で き る 可 能 性 が あ る と考 え られ た.
考 察
本 研 究 で は,宮 城 県 に適 し たユ リの 新 品 種 を 育 成 す る こ とを 目的 と して,
宮 城 県 内 に 自 生 し て い る ヒ メ サ ユ リを 用 い て シ ンテ ッポ ウユ リ と交 雑 した
結 果,切 り花 品 質 が優 れ,宮 城'県 で 周 年 生 産 す る こ と が 可 能 な新 品 種 を育
成 す る こ とが で き た.ま た,育 成 した 新 品 種 の 生 理 生 態 的 特 性 を 解 明 して,
宮 城 県 に 適 し た 作 型 を開 発 し た と こ ろ,新 球 根 を用 い て10～5月 に 切 り
花 を 生 産 す る こ と が 可 能 で あ る こ と が 示 さ れ た.さ ら に,育 成 した 新 品 種
に 対 して 遺 伝 子 組 換 え 技 術 を 適 用 す る こ と が 可 能 で あ る こ と も 示 唆 さ れ
た.
今 後 は,開 発 し た新 品種 と作 型 を 活 用 す る こ と に よ っ て,宮 城 県 の 平 地
～ 高 冷 地 に お け る超 促 成 ～ 抑 制 栽 培 が 行 わ れ る も の と期 待 さ れ る .ま た,
こ の よ うな``新 品 種 の 開 発 → 生 理 生 態 的 特 性 の 解 明 今 作 型 の 開 発,'と い う
研 究 方 法 は,現 在 進 め て い る後 継 品 種 の 育 成 に も 適 用 で き る も の と考 え ら
れ た.さ ら に,日 本 各 地 に あ る と み られ るユ リの 未 利 用 遺 伝 資 源 に 本 研 究
方 法 を 適 用 す る こ と に よ っ て,新 し い 形 質 を も っ た 品 種 を 育 成 で き る もの
と考 え られ た.
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材料と方法
テ ツポウユ リ(西 南諸島に自生)
× → シンテ ッポウユ リ 改変花柱切断
タカサゴユ リ(台 湾に自生)x→ 授粉法で













第1表.シ ンテ ヅポ ウユ リ(種 子親)ヒ メサユ リ(花 粉親)と の交雑親和性.


































































・宮城県七 ヶ 町 に 生 して い る花色 が淡色 と濃色 の系統 .
yシ ンテ ッポ ウユ リ`銀 河1号'と`新 雪'と`白 峰'の品種間交雑 に よる育成系統
.
第2表.シ ンテ ヅホ ウユ リ(種 子 親)と ヒメサユ リ(花 粉親)と の交雑 で





















































































第3図.`杜 の ロ マ ン'.
一157一
第3表.無 加温ハウス内で栽培されたユ リの新球根形成 と花芽分化および萌芽率の時期的変化.

































































,II;生 長点肥 大期,IH;第1小 花分化期,W;外 花被片形成期,
V;内 花被片形成期,VI;雄 ずい形成期,田;雌 ずい形成期.
y`杜 の乙女'
,`杜 の精',`杜 の ロマ ン';供 試 した10球 のうちの花芽 分化 した球数.














































































































































































第5表.新 球根の花芽分化 と萌芽に及ぼす新球根貯蔵温度の影響 ・.































































・貯 蔵 期 間;7月18日 ～9月12日
,8週 間.
・1;花 芽 未 分 化 ,II;生 長 点肥 大 期,III;第1小 花 分 化 期,
IV;外 花 被 片 形 成 期,V;内 花 被 片 形 成 期,VI;雄 ず い形 成 期,
VII;雌 ず い形 成 期.
・`杜 の 乙 女'
,`杜 の精',`杜 の ロマ ン';供 試 した10球 の う ちの花 芽 分 化 した 球 数.
ヒメ サユ リ;供 試 した5球 の うち の 花 芽 分 化 した 球 数.




















































































・貯蔵期 間;第5表 参照 .
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第7表.半 促成栽培されたユ リの開花に及ぼす温室搬入 日の影響.
品種 搬入 日 萌芽 まで 開花 まで 開花 日
の日数 の日数















































第8表.促 成栽培されたユ リの開花に及ぼす低温処理温度 と低温処理期間の影響z.
品種 温度 期間 植付 日 萌芽 まで 開花まで 開花 日 切 り花長1本 当たり











































































































z低 温処理 開始 日;9月3日 .
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第9表.超 促成栽培されたユリの開花に及ぼす低温処理温度と低温処理開始日の影響.
品種 温度 低温処理 植付 日 萌芽 まで 開花率 開花まで 開花日 切 り花長1本 当た り










































































第10表.抑 制栽培されたユ リの開花 に及 ぼす凍結貯蔵 した球根 の植付 日の影響.
品種 植付日 萌芽率 開花率 開花 日
(%)(%)
















































































































国茎頂 ・明所 口茎頂 ・暗所









































皿0週 ・1.0μ 皿 ・6cm日0週 ・1.0μ 田 ・9c皿























杜の乙女 杜の精 杜 のロマ ン
りん片 におけるGUS遺 伝子の
一過性発現 .
団0週 ・1.6μ 皿・6cm困0週 ・1.6μm・9㎝











杜の 乙女 杜 の精 杜 の ロマ ン












l宮 城 県 に適 した作 型 開 発i
㌔置 ノ置 掴 り一 ソ」..ノ冨.一 り躍,_γ 置.層 γ躍 眉.,2
↓
後 継 品 種 の 育 成
と め
1宮 城 県 に適 した新 品種 の 開発1
→遺 伝 子導 入 に よ る耐病 性 の付 与
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論 文 審 査 結 果 要 旨
日本においてユリは重要な切 り花 となっていて最近の需要増加は顕著であるが,こ れは新品種の育成
によるところが大きいとみられる。近年では交雑技術の開発によって交雑親和性の低い種間でも交雑が
可能になったことから,実 用品種の開発が著 しく進んでいる。宮城県にはヒメサユリなどが自生 してい
ることから,こ れらを用いて交雑すれば宮城県に適したユリの新品種 を育成することが可能であると考
えられる。また,市 場価格の高い秋～冬に出荷するためには,品 種ごとの生理生態的特性を把握 して宮
城県に適 した作型を開発することが望まれる。このような背景から,本 研究では宮城県に自生 している
ヒメ.サユ リを用いて宮城県に適 したユリの新品種を育成 し,そ の生理生態的特性を解明 しようとした。
また,解 明された生理生態的特性を利用 して,宮 城県で周年生産するための作型を開発 しようとした。
さたに,ユ リの主要病害に対する抵抗性を付与することを目的として,遺 伝子組み換え技術を適用する
ことが可能かどうか検討 した。
その結果,シ ンテッポウユリを種子親 ヒメサユ リを花粉親とした交雑で得 られた系統から,花 色が
ピンク色の早生で,秋 に子球を植えつけると2年 目の春に開花する三つの新品種`杜 の乙女',`杜 の精',
`杜のロマン'を 育成 した
。
三つの新品種には萌芽前(9月)の 新球根内で花芽が分化するというヒメサユ リの特性と,休 眠が浅
いというシンテッポウユリの特性が導入 されていた。
8月1日 以降に新球根 を掘 り上げて昼/夜温を20/16℃ に調節 した人工気象室に搬入 して2か 月間育て
ると新球根内で花芽を分化 した。また,自 然低温に遭遇 した後の11月1日 以降に人工気象室に搬入する
と休眠覚醒して萌芽した。7月 に掘 り上げた直後に新球根を5～21℃ で8週 間貯蔵すると新球根内で花
芽を分化 した。花芽分化の適温は13℃程度でヒメサユリよりやや低かった。7月 に掘 り上げた直後に新
球根を5～13℃ で8週 間貯蔵すると休眠覚醒して萌芽 し,そ の後開花 した。このような知見は本研究に
よって初めて示された。
三つの新品種を用いて新球根に低温処理を行うと,宮 城県で10月 ～5月 に切り花を生産できることが
示 された。
パーティクルガン法でGUS遺 伝子を導入して一過性の発現を観察 したところ,り ん片およびカルスに
おいてGUS遺 伝子の発現が確認された。したがって,三 つの新品種に耐病性遺伝子を導入できる可能性
があると考えられた。
以上の結果から,本 研究で確立された"新 品種の育成→生理生態的持続性の解明→作型の開発"と い
う研究方法を,日 本各地にあるとみられるユ リの未利用遺伝資源に適用することによって,新 しい形質
をもった品種を育成できるものと考えられた。そこで,審 査員一同は博士(農 学)の 学位を授与するに
値するものと判断した。
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